
障害児支援の見直しに関する検討会開催要綱 

 

 

１．趣旨 

  ノーマライゼーションの理念に基づき、障害のある人が普通に暮らせる地域作りを

目指して制定された障害者自立支援法が施行されてから約２年が経過し、この間、法

の定着に向けた着実な取組を進めてきたところである。 

  このような中、障害児施策については、障害者自立支援法の附則において「この法

律の施行後３年を目途として、障害児の児童福祉施設への入所に係る実施主体の在り

方等を勘案し、必要な措置を講ずるものとする。」とされているなど残された課題の検

討が必要となっているところである。 

また、平成 17 年度より発達障害者支援法が施行されるとともに、平成 19 年度より

特別支援教育が実施されるなど、ノーマライゼーションの理念に基づいた障害児への

支援も一層充実しているところである。 

このように、障害児を取り巻く環境が急速に変化する中、共生社会の実現をより確

かなものとするためには、障害児支援に係る課題を解決するとともに、障害児を取り

巻く環境の変化に応じた適切な障害児支援の在り方について検討を行うことが必要で

ある。 

このため、今般、有識者をはじめ、関係者からなる検討会を開催し、障害児支援施

策のあるべき姿について検討を行うこととする。 

 

 

２．主な検討項目 

 (１) ライフステージに応じた一貫した支援の方策 

 (２) 家族支援の方策 

 (３) 行政の実施主体 

 (４) その他 

 

 

３．検討会メンバー 

  別紙のとおり 

 

 

４．開催時期等 

  平成 20年 3月から7月までを目途とする。 

 

 

５．その他 

 (１) 本会は、厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部長の検討会として開催する。 

 (２) 本会の議事は原則として公開とし、透明性の確保に努める。  

(３) 本会の庶務は厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課において行う。 
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別紙 

障害児支援の見直しに関する検討会メンバー 
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